
中・大規模の民間建築物の設計において、木

造木質化を実現するための支援を行うことに

より、木造木質化の事例を増加させ、中・大

規模の木造木質化建築物の建築促進と全国各

地の木材利用促進、さらに森林整備の好循環

につなげていくことを目的としています。

※本事業は東京都と契約を結んで、（公財）東京都農林水産振興財団が運営しています。

補助対象経費の

1/2以内

上限

5,000万円

　 　  を補助
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対象事業
多摩産材及び国産木材を一定以上使用する

下記対象施設の建築に係る実施設計

対象施設
東京都内の中・大規模民間建築物

（オフィスビルや商業施設等）

補助率等
補助対象経費の２分の１以内

（下限額 500万円、上限額 5,000万円）

中・大規模建築物の
木造木質化設計支援事業



事業の詳細についてはＷｅｂサイトをご確認ください

にぎわい施設で目立つ多摩産材推進事業

木の街並み創出事業
との併用も可能です。
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事業申請対象者
都内において中・大規模の民間建築物を新築または改築す

る者であって、補助対象経費の 50% 以上の自己資金及び

借入金を保有し実施可能な者。

対象施設
事業申請対象者が東京都内にて建築、運営しようとする中・

大規模の民間施設（オフィスビルや商業施設等）。

なお、住宅部分（事業申請対象者の社宅、寮、及びこれに

類するものを除く。）は対象外。

ア主要構造部に国産木材を一定以上使用する以下のいずれ
かの建築物であること。

ア補助対象床面積に対する国産木材・木質材料使用量がおお
むね0.18㎥/㎡以上である木造または一部木造の建築物

イ 壁、柱、床、はり屋根又は階段の全部又は一部に木材・木
質材料を用いており、補助対象床面積に対する国産木材・
木質材料使用量がおおむね 0.06㎥/㎡以上である混構造の
建築物

 イ建築物の規模が以下のいずれかであること。

ア耐火建築物又は準耐火建築物で、延床面積が 500㎡を超え
るもの又は階数が３以上

イア以外の建築物で、延床面積が 500㎡を超えるもの又は階
数が４以上

※混構造の建築物の場合には、上記アイの延床面積が1000㎡
を超えるものを対象とする。

ウ使用する国産木材の材積（㎥）のうち、多摩産材を３割
以上（内装木質化については５割以上）使用すること。

※ 多摩産材使用量が合計で 200㎥を超える場合にはこの限り
ではない。

エ木造建築物等の普及に寄与するものとして、次の要件に
該当すること。

ア主要な構造部の木材が現しで使用される、内装木質化が図
られるなど、木材の利用普及効果が認められるもの。又は、
多摩産材及び国産木材を使用していることを建築物内に明
示できること。

イ施工中の仮囲いに多摩産材を活用した建物であることと多
摩産材を使用することの意義を説明する看板を設置できる
こと。

ウ多摩産材及び国産木材の活用について、木材使用箇所付近
にプレート等を設置して PR するとともに、印刷物やホーム
ページ等により広く公表できること。

エ工事中や竣工後に建築物の見学会を実施するなど、木造建
築物について普及啓発ができること。

オ木造建築物の普及に資する設計、施工等に関する技術資料
を、申請者の利益、地位等を不当に害しない範囲で公表で
きること。

オ令和７年２月末日までに実施設計委託の支払いを完了
し、工事着手した上で、補助金の請求ができること。

対象事業
主要構造部に国産木材を一定以上使用する対象施設の建築

に係る実施設計

補助率等
補助対象経費の２分の１以内

（補助申請額下限500万円、上限5,000万円）

備考
事業が年度をまたぐ場合の申請も可能です。

支援対象事業の条件　下記のア～オをすべて満たすこと。

中・大規模建築物の
木造木質化設計支援事業







民間施設（オフィスビルや商業施設等）に

おいて、都民の目に触れ、接することがで

きる、建築物の外壁や外構に広く木材の利

用を進めることで、多摩産材をはじめとし

た国産木材の普及と需要拡大を図ります。

補助対象経費の

1/2以内

上限

3,000万円

　 　  を補助

支援内容

対象事業

対象施設

補助金額

国産木材（多摩産材を３割以上）を使った外壁・外構の木質化

都民の目に触れ、接することができる東京都内に所在する民間施設

補助対象経費の２分の１以内（下限額 500万円、上限額 3,000 万円）

※本事業は東京都と契約を結んで、（公財）東京都農林水産振興財団が運営しています。

国産木材を活用した

への支援

国産木材を活用した

への支援
外壁・外構の木質化外壁・外構の木質化

木の街並み創出事業



木の街並み創出事業

下記の ア～オ のすべてを満たすこと。

ア 外壁・外構（木塀、門扉、パーゴラ、ベンチ、デッキ等）
に国産木材（うち多摩産材を３割以上使用すること）を

使用していること。

イ 補助金申請額が 500万円以上（補助対象経費が 1,000
万円以上）であること。

ウ 一般都民の目に触れ、接することができること。
エ 施設の利用者に対し、多摩産材をはじめとする国産木材
利用の旨を発信すること。

オ 多摩産材をはじめとする国産木材は、外壁の場合１㎡当

たり 0.01 ㎡以上（補助対象面積の 30%以上が木材でお

おわれていること）、外構の場合１㎡当たり 0.012 ㎡以

上使用すること。

工事の着工及び竣工が申請年度以降の事業、工期が数年

かかる事業でも申し込みが可能です（ただし、令和５年

度末までの竣工及び事業費支払い完了が必須）。

※すでに全体または一部について契約を締結している場合や、

着工している場合でも、補助交付金が認められる場合もあり

ますので、ご相談ください。

対象事業 募集条件

対象施設

補助金額

国産木材（多摩産材を３割以上）を使った外壁・外構
の木質化

都民の目に触れ、接することができる東京都内に所在
する民間施設

本事業に要する経費（補助対象経費）の２分の１以内
（下限額 500万円、上限額 3,000 万円）

応募対象者

事業費の２分の１以上の自己資金及び借入金を保有し
実施可能な者（国又は地方公共団体等を除く）

事業者決定までの流れ

事業の特色

❶ 申 請
事業申請書及び添付資料を
持参又は郵送ください。

❷ 審 査
事業申請書及び添付資料を基に、
書類審査を実施します。

事業者決定

申請にあたっては、
Webサイトをご確認ください

中・大規模建築物の木造木質化設計支援事業

にぎわい施設で目立つ多摩産材推進事業
との併用も可能です。
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